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水にぬれた資料を乾燥させる処置例１  

部分的な水ぬれや湿り気のある資料を、吸水紙と扇風機（送風機）を使って乾かす。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                             

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①水でぬれている箇所を確認し、タオルで押

さえるようにして水分をとる。 

 

②本文ページのところどころに吸水紙をはさ

み込み、ぬれた部分が上になるようにして資

料を立てる。 

薄手のソフトカバーなど、自立しない資料は

横置きで構わない。 

 

 

 

 

資料が変形する

おそれがあるの

で、はさみ過ぎ

に注意！ 

※ぬれた部分がよく分かるように、水に色をつけています。 

 

水ぬれ被害の発生例 

 

・コップの水が資料にかかった 

・書庫内の配管設備が壊れた 

・スプリンクラーが誤作動した 

・雨漏り、浸水が起きた 

など 

 

 

材料 タオル（吸水性のある素材がのぞましい） 

   吸水紙（無色のペーパータオル・コピー用紙など） 

 

道具 扇風機（送風機） 

板（画板、カッターマット、まな板など） 

重石 

 

作業場所 冊数が多い場合は、十分な換気ができる場所を確保

する。必要に応じて下に新聞紙などを敷くとよい。 
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⑥乾燥中は資料を板の間から何度か（１日

１回が目安）取り出し、ページ同士が貼り付

いていないか確認する。 

 

ここがポイント  

 資料にカビが発生している恐れがある場合は、汚染を広げないように他の資料や書庫

から隔離して乾燥させる。その後、資料に付着したカビ状の物質を消毒用エタノール

で拭き取り、汚れを取り除く（作業方法は「カビが発生した資料をクリーニングする」

を参照）。https://www.ndl.go.jp/jp/preservation/pdf/manual_mold.pdf 

 乾燥させた資料は、しばらく経過観察してから書架に戻す。 

 写真集などに使われる塗工紙（コート紙・アート紙）は、乾くとページ同士が貼りつ

きやすい。ぬれているうちに剥がす必要がある。 

 すぐに乾燥作業ができない場合は、時間をかせぐため、ぬれたまま資料を冷凍させる。 

 ドライヤーを使う場合は熱風の使用は避け、冷風で乾かす。 

注 
ここで紹介している方法は、修復に関する専門的な知識や技術を持たない図書館員が一般
的な資料に対して手当てを行うものです。貴重な資料や劣化が著しい資料に対する方法で
はありません。紹介している方法で作業した結果、資料に何らかの不都合、損害が生じた
としても国立国会図書館は一切責任を負うことはできません。 

⑤吸水紙を抜き取り、板にはさんで乾くま

で置いておく。資料と板の間には紙を一枚

はさみ、貼りつきを防ぐ。 

板の上に重石をのせるとページの波打ち

や変形を防ぐことができる。 

③扇風機などで資料が倒れない程度の強さ

の風をあて、空気の流れをつくって乾かす。 

自立しない資料は横置きにして風をあてる。 

④水分を吸い取った吸水紙は適宜取り替え

る。半乾きの状態（手で触れても冷たく感じな

い程度）になるまで②～③を繰り返す。 

https://www.ndl.go.jp/jp/preservation/pdf/manual_mold.pdf
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